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点検・評価項目 

自 己 評

価 

 

自己点検・自己評価項目総括 

 

 

 

特記事項 （特徴・特色・

特殊な事情など） 

 

３ 

２ 

１ 

1．生徒会 ・生徒会本部役員生徒に 1900人の生徒の代表

である誇りと自信を涵養する 

 

 

    

  ２ 

コロナ禍により活動の場が大きく

制限されたが、その中で最大限の

活動を目指して生徒会活動に取り

組んだ。役員生徒は「生徒の代表

として生徒・学校のため、また地

域のために活動したい」との意欲

が強い。さらに生徒会活動を通し

て自己の成長に努めている。 

文化祭 

生徒会選挙 

入試役員 

卒業記念品・卒業式 

・生徒会本部役員の自主性を支援する 

 

    

 

２ 

生徒の主体性を尊重する方針に基

づき指導。本年度も生徒会役員生

徒自主企画「歳末たすけあい街頭

募金」を実施した。その他、体験

入学や学校公開日に「生徒会主催

学校見学ツアー」を企画・実施

し、高評価を得た。 

学校見学ツアー 

生徒主導活動実施： 

歳末たすけあい街頭募金 

・生徒会の存在感を強化する 

 

   

 ２ 

生徒会選挙に向けて、生徒会本部

役員生徒が１年生各クラスを訪問

し立候補の呼びかけを行った結

果、新期生徒会は 24名体制にな

った。 

生徒会バッジ 

生徒会リーフレット 

生徒会選挙広報活動 

生徒会オープンデー 

・発信力を強化し、行事および日常活動につい

ての呼びかけ・報告を頻回に行う 

 

 

 

  ２ 

コロナ禍のために生徒会長定例挨

拶ができず残念であった。 

広報課の多大な支援で HPでの活

動報告を行うことができたが、そ

れにとどまってしまった。 

HP 

・評議会機能をさらに高め、学校全体の一体化

と生徒会活動の強化をめざす 

  

     

１ 

コロナ禍のために今年度評議会は

１回のみの開催にとどまった。集

会が著しく制限される状況で評議

会機能を高める工夫が必要であ

る。 

生徒会選挙 

・行事などを通して全校生徒の潜在能力を開発

し自尊心を養う 

    

２ 

   

行事では生徒会が中心となり多く

の生徒に活躍の場を提供した。 

文化祭準備 

・外部交流を進め、地域に貢献するとともに、

視野と活動の幅を広げる 

 

   

３ 

「きさこん」に高校生記者として

活動継続中。市の活性化イベント

に参加。歳末たすけあい街頭募金

活動を通して、さらに地域との結

びつきを強めている。 

きさこん高校生記者 

木更津スイーツ企画参加 

赤い羽根募金活動 

歳末たすけあい街頭募金 

２．委員会 ・各委員会活動を通して、生徒たちに仕事の喜

びと責任感を涵養する 

    

２ 

コロナ禍で時間的・空間的に大き

く制約があったため、活動の縮小

を余儀なくされた。体育祭・文化

祭関連での活動が主であった。 

委員会：保健、風紀、美

化、広報、図書、体育祭

実行、文化祭実行 

・各委員会委員長の先生方と協力し、組織を整

備するとともに活発な具体的活動を支援する 

    

   １ 

 

具体的な支援はできなかった。  

・評議会への各委員会委員長生徒の参加を定例

化する 

   １ 

 

評議会自体ほとんど開催できなか

ったため、実行できなかった。 

 

・活動報告を生徒総会・全体集会時に行い、周

知させるとともに委員の意識を高める 

  １ 生徒総会・全体集会が開催されな

かったため、実現できなかった。 

 

３．部活動 ・部活動・同好会全体加入率 60％、1年生 70％

を目標とする 

 

 

  １ 

部活動紹介パンフレット作成にと

どまった。学校再開後、生徒会長

より部活動入部を呼びかける放送

を１週間にわたって行った。加入

率は昨年度よりさらに減少。 

 

全体加入率 ：５０ ％ 

1年生加入率：５３ ％ 

部活動紹介パンフレット 



・勧誘活動の強化策を各部と連携して講じる 

 

   １ 

 

 

休校措置が長期化したため、連携

をとる時間的余裕がなかった。 

部活動紹介パンフレット 

・入退部システムの定着を図る    ３ 入退部システムはほぼ定着した。  

・部活動報告を発信する 

 

    

１ 

「きさこん」での発信にとどまっ

た。新年度は「生徒会新聞」を発

行し、発信の機会とする。 

きさこん 

・部活動棟を整備し、利用を統括する   

 ２ 

旧校舎の一部を部活動棟として整

備した。鍵の取り付けや掃除当番

表作成、防犯カメラの設置を通し

て、安全な運用を図っている。 

部活動棟 

４．行事 

運営 

・各行事の意義を大切にし、生徒の潜在 

 能力の発揮・開発の場とする 

    

 

 

３ 

コロナ感染予防のために、行事の

中止・縮小を余儀なくされた。そ

の中で体育祭・文化祭を開催でき

たことは一定の評価ができると思

う。生徒の個性発揮の機会、そし

て貴重な思い出とすることができ

た。 

学校見学ツアー 

文化祭 

予餞会 

 

・各行事をさらに盛り上げ、企画・運営 

 の精度を高める 

   

 

２ 

 

コロナ禍での開催に伴い、全体的

に企画を見直し、感染対策を徹底

した「特別な文化祭」を開催し

た。特に屋外特設ステージの設置

や、飲食模擬店予約販売制度導

入、パンフレットの学内作成など

が注目を集めた。この経験と反省

をもとに、新年度の行事について

も刷新していきたい。さらにこれ

までのノウハウを継承して、行事

の精度を高めたい。 

学校見学ツアー 

文化祭 

予餞会 

・各行事の安全で安定的・円滑な運営を 

 実施する 

    

  ３ 

コロナ感染防止策を徹底しつつ、

行事を実施した。 

文化祭 

予餞会 

 

・文化祭の企画・運営を学校全体で行う 

 仕組みを強化する 

    

３ 

 

縮小開催だったため、教員の役割

分担に余裕があり、多くの協力を

得ることができた。 

文化祭 

・行事反省に基づき、企画を一から練り 

 直し、改善点を模索する 

   

３ 

コロナ禍の１年であったため、す

べて一から考え直さざるを得なか

ったが、逆に言えばコンセプトや

実施方法を新たな角度から考え直

す機会となった。 

文化祭 

予餞会 

 

 

（注）自己評価： 優れている…３  適切…２  改善が必要…１ 

 

 

 


